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研究成果の概要（和文）：本研究では、多様性に対する管理会計の役割を、異なる価値観の共存という視点か
ら、経験的研究を通じて明らかにすることを目的とする。定性的事例研究、および定量的研究を通じて、本研究
では異なる価値観の統合に関する様々な文脈、すなわち組織内の異なる部門間、子会社と本社間、企業とNGO間
の関係において、管理会計やマネジメント・コントロール・システム、業績管理システムは、関係者間の価値観
を可視化し、統合するうえで役割を果たすことを明らかにした。また、本研究からはこのような異なる価値観の
統合には、欧米的な文脈とはことなる日本的文脈の特徴があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify the role of management accounting for 
diversity through empirical research from the perspective of the coexistence of different values. 
Through qualitative case studies and quantitative questionnaire survey, this research shows that 
management accounting, management control systems and performance management systems play a role in 
visualizing and integrating values between parties in various contexts, i.e., between different 
departments within an organization, between subsidiaries and headquarters, and between company and 
NGO. The research also shows that the way in which these different values are visualized and 
integrated has characteristics of the Japanese culture, which is different from previous studies 
based on the Western context.

研究分野：管理会計

キーワード： 異なる価値観の共存　業績管理会計　マネジメント・コントロール　日本的文脈の特徴

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様性とは，組織や社会において何が重要で，何に価値があるか，何を重視すべきかという評価原理が複数存在
していることを意味し,現代の組織や社会に普遍的に存在する問題である。本研究では、様々な文脈において，
広い意味での会計実践が関係者同士の価値観や立場を可視化し,それらの価値観の共存を促進する役割がること
を明らかにした。本研究の成果は,複数の多様性の文脈，包括的で社会的組織的文脈における管理会計の役割，
そして日本的文脈の特徴を明らかにしている点において学術的な意義がある。また，グローバル化やSDGsの社会
における認識の広がりなどを考えると,多様性の問題は社会的に重要な課題になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 グローバル化，ネットワーク化が進む中，多様性は現代の組織や社会に普遍的に存在する問題
である。多様性とは，組織において何が重要で，何に価値があるか，何を重視すべきかという評
価原理が複数存在していることを意味する(Stark 2009)。両利き経営，建設的不調和，ヘテラル
キー型組織などの研究においては，組織に存在する多様性は，組織ぐるみの対話を促進し，学習
と創造，イノベーションの源泉になるとされている(Gibson and Birkenshaw 2004; Stark 2009)。
しかし，多様性には異なる次元や種類があり，多様性から生まれる見解，方針などはすべて不安
定であり，組織の中に多様性があれば学習と創造，イノベーションが生まれるわけではない
(Page 2007)。したがって，組織組織学習やより多様な社会を実現するための管理会計について
は，異なる文脈における経験的研究の蓄積が必要である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，組織学習を促進する多様性に対する管理会計の役割を明らかにするために， 
多様性が文脈的特徴として考えられる複数の企業に対するインタビューやアンケート調査
を通じて，経験的研究を蓄積していくことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) まず本研究では，インタビュー調査を通じた事例研究を行った。企業組織，NGO の複数の
関係者を対象に，反構造化インタビューを実施した。インタビュイーは，企業組織の代表取締役，
上級マネージャ，中間管理職から一般従業員まで，様々な階層の人を対象にする。また研究プロ
ジェクトに関連がある NGO や対象企業組織と協力関係にある企業の関係者についてもインタビ
ュー調査を実施した。2018 年 4 月から 2021 年 3 月まで，インタビューの実施回数は，約 20 回
である。 
(2) また，研究対象者の合意のもと，本研究では研究対象の企業や関連組織における会議，講
演会，イベントなどに直接参加し，参与観察を行った。参加回数は，2018 年 4 月から 2021 年 3
月まで，約 20回である。 
(3) 最後に，本社と子会社間の関係に関する研究においては，2018 年 6月から 8月までに，東
洋経済社出版の「外資系企業総覧」に掲載されている在日外資系企業のうち，資本金 1 億円以
上，外資比率 50％以上の企業を対象に，アンケート調査を行った。対象企業数は 842 社で，社
長・取締役など，外資系企業の日本子会社の経営層の個人宛に質問項目を郵送し，72 社から回
答を得られた。 
 
 
４．研究成果 
本研究からの研究成果は大きく分けて以下の 3点である。 
(1) 様々な文脈における多様性の問題に対する管理会計のかかわの包括的に理解 
上述したように多様性を異なる価値観の共存と捉えた場合，それは現代の組織や社会におい
て様々な次元において存在する問題である。本研究では様々な文脈における価値観の共存につ
いて，管理会計がどのように関わっているかについて経験的に明らかにした。具体的には，以下
のような 3つの文脈である。 
 まずは，一つの企業組織における部門間の関係である。Fujino, Li and Sawabe(2018)では，
ある包装容器を製造・販売する企業に対する事例研究を通じて，営業部門と製造部門のマネージ
ャたちが，業績指標を利用して，お互いの評価原理や立場を理解し，継続的な相互作用を通じて
関係性を維持していることを明らかにした。 
 次に，本社と子会社間の関係である。李(2019)では，日本における外資系子会社に対するアン
ケート調査を通じて，業績管理システムがどのように子会社のマネージャたちが感じる本社と
子会社間の関係，親会社の国と日本市場に対する理解を高めているのかについて検証した。 
 最後に，企業と NGO 組織間の協力関係に基づいて，環境保全と経済発展の共存目標とするある
環境保全プロジェクトに対する事例研究を通じて，Li and Sendo(2020), 李(2020)では，持続可
能性に関するマネジメント・コントロール・システムが，企業と NGO 組織などとの協力関係を維
持する上で果たす役割を明らかにした。 
 このような研究は，それぞれの単独の研究として論点が異なるものの，組織や社会に存在する
異なる価値観の共存を目指すという視点からは共通する点がある。 
 
(2) 管理会計の役割に対する包括的な理解 
近年の管理会計の研究では，より包括的な視点からの研究の必要性が指摘されている(Malmi 
and Brown 2008; Ferreira and Otley 2009)。本研究では，管理会計について，特定の管理会計



の技法ではなく，様々な会計実践を取り上げている。 
一つは，業績管理会計または業績管理システムである。Fujino, Li and Sawabe(2018)では一
つの企業組織における異なる部門のマネージャたちが，日々の業務活動が彼らの業績に与える
影響を巡って相互作用を行うことを明らかにした。それに対して，李(2019)では，業績管理シス
テムの研究が，日本における子会社のマネージャたちの業務理解を支援するか否かについて，
Adler and Borys(1996)や Ahrens and Chapman(2004)のイネーブリング公式化/マネジメント・
コントロール・システム/業績管理システムの理論的フレームワークを用いて検証した。 
もう一つは，広い社会的文脈における会計の実践である。Li and Sendo(2020)では，近年管理
会計で援用される Actor network theory の理論的フレームワークを利用して，企業や NGO のよ
うな社会を構成する異なる主体が協力関係のもと環境保全に関するプロジェクトを展開し，そ
こに会計の計算や実践がどのように関わっているかについて明らかにした。また李(2020)では，
持続可能性の価値観を企業組織のビジネスに統合する上で，おけるマネジメント・コントロー
ル・システムが果たす役割について明らかにした。 
 
(3) 日本的文脈の特徴 
最後に，本研究では多様性に関する異なる価値観の共存について，欧米的文脈を前提とする先
行研究とは異なる，日本的文脈の特徴を明らかにした。李・藤野(2018), Fujino, Li and 
Sawabe(2018)における発見は，異なる価値観の共存に対する会計情報の可視性は，日本的相互依
存的自己観のもと，組織メンバー間の相互作用を継続させるものであることを示した(李・藤野 
2018; Fujino, Li and Sawabe 2018)。これは欧米的独立的自己観における一時的な妥協による
共存関係(Chenhall 2013; Kraus et al., 2017)とは異なる。 
また日本においては，こうした相互作用が企業内の組織成員間を超えて，企業と NGO 間の長期
間にわたる協力関係を可能にし，そのもとで環境保全と経済発展の共存が実現されていること
を明らかにした(Li and Sendo 2020,李 2019)。これは，環境問題に取り掛かる関係者たちの自
己利益が優先され，環境問題自体へは無関心であるという欧米的文脈での発見と対照的である
(Day and Russell 2014)。 
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